
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
七
十
条
第
二
項
中
「
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
認
可
に
係
る
処
分

に
限
る
。）」
を
「
第
六
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、「
で
あ
つ
て
、
当
該
認
可
宅
地
建
物
取
引
業
者
」
を

「
に
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
処
分
の
年
月
日
及
び
内
容
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
）
を
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
国
土
交
通
大
臣
の
免
許
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
き

は
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
」に
、「
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
当
該
都
道
府
県
知
事
に
」
を
「
当
該
都
道
府
県
知
事
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の

旨
」
を
「
当
該
処
分
の
年
月
日
及
び
内
容
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
処
分
の
年
月
日
及
び
内

容
を
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
報
告
を
し
た
都

道
府
県
知
事
を
除
く
。）に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
八
条
の
三
の
見
出
し
を「（
都
道
府
県
知
事
へ
の
免
許
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
書
類
の
写
し
」
を
「
事
項
及
び
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
第
四
条
第
一
項
の
免
許
申
請
書
又
は
第
九

条
第
一
項
の
届
出
書
に
添
付
さ
れ
た
特
定
書
類
の
写
し
」
に
、「
送
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
供
し
な
け
れ
ば
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
の
免
許
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
」
を
「
そ
の
免
許
を

受
け
た
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
関
す
る
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
九
条

の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
第
九
条
第
一
項
の
届
出
書
」
に
、「
当
該
届
出
に
係
る
書
類
」
を
「
当
該
届
出
書
に
記
載

さ
れ
た
事
項
（
第
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
五
十
七
条
の
四
」
を
「
同
法
第
五
十
七
条
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
を
同
項

第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
（
」
を
「
同
法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
（
同
法
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
有
償
で
」
を
削
り
、
同

号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
条
（
同
法
第
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
買
い
取
ら
な
い
旨
の
通
知
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
当
該
申
出
を
し
た
者
に
よ
り
譲
り
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
五
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
中
「
、
主
幹
保
育
教
諭
、
指
導
保
育
教
諭
」
を
削
る
部
分

を
除
く
。）に
限
る
。）及
び
第
三
条
（
教
育
職
員
免
許
法
附
則
第
十
八
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）の
規
定
並
び
に
次

条
及
び
附
則
第
八
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
（
母
子
保
健
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
二
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第
六
条
及
び
第

九
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
条
（
住
民
基
本
台
帳
法（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）

別
表
第
二
の
五
の
十
二
の
項
の
改
正
規
定（「
交
付
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
産
後
ケ
ア
事
業

の
実
施
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
法
別
表
第
四
の
四
の
十
二
の
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び
第
十
四

条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日

三

第
七
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

四

第
一
条
（
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）の
規
定
及
び
附
則
第
十
条
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除

く
。）の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

五

第
二
条
（
第
一
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）の
規
定

令
和
九
年
四
月
一
日

（
母
子
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
（
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）に
よ
る
改
正
後
の
母
子
保
健
法
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
新
母
子
保
健
法
」
と
い
う
。）第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
及
び

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
は
、
前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
新
母
子
保
健
法
第
二

十
二
条
の
二
及
び
第
二
十
二
条
の
十
四
に
規
定
す
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
準
備
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の

二
及
び
第
五
条
の
三
の
規
定
は
、
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
（
令
和
六
年
度
以
前
の
年
度

に
お
け
る
事
務
又
は
事
業
の
実
施
に
よ
り
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
に
支
出
さ
れ
る
国
の
負
担
及
び
令
和
六
年
度
以

前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
を

除
く
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
六
年
度
以
前
の
年
度
に
お
け
る
事
務
又
は
事
業
の
実
施
に
よ
り
令
和
七
年
度
以
後

の
年
度
に
支
出
さ
れ
る
国
の
負
担
、
令
和
六
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
令
和
七
年
度
以
後

の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
及
び
令
和
六
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
で

令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
建
築
基
準
法
」
と
い
う
。）第
六
条
の
二
第
一
項
（
旧
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、

第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
七
条
の

二
第
一
項
（
旧
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
基
準
法
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
新
建
築
基
準
法
」
と
い
う
。）第
六
条
の
二
第
一
項
（
新
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八

十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
七
条
の
二
第

一
項
（
新
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
新
宅
地
建
物
取
引
業
法
」

と
い
う
。）第
十
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
三
条
第
一
項
の
免
許

（
同
条
第
三
項
の
免
許
の
更
新
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
申
請
又
は
新
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
九

条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
等
の
閲
覧
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
当
該
免

許
の
申
請
又
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
宅
地
建

物
取
引
業
者
名
簿
等
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
（
第
六
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
生
産
緑
地
法
（
昭
和

四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
条（
同
法
第
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
同
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
義
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

第
九
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
第
九
条
の
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰

則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
学
校
給
食
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
規
定
に
よ
る
栄
養
士
」
を
「
栄
養
士
若
し
く
は
同
条
第
三
項
の
管
理
栄
養
士
」
に
改
め
る
。
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